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背景
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‣ OSSが発展するにつれて，プロジェクトの維持管理
が重要になる 

‣ チームにどのようにメンバーが参入するか知ること
は，成功するチームのプロセスを知るために必要と
なる



RQ
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‣ RQ1 チームに参加する(しない)メンバでインタラ
クションがどう異なっているか 

‣ RQ2 あるチームからの独立メンバの活動や資質は
チームに参加するかどうかに影響するか 

‣ RQ3 チームに入る人の数はどのような活動や資質
に影響されるか



データセット
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‣ GHTorrentから開発者データを収集 

✦ 2015年8月~2017年1月までを対象 

✦ 2015年のスナップショット以前にプルリクして
いるユーザのプロジェクトに限定



Membershipについて �5

‣ GitHubにはCollaboratorやMemberなどユーザご
とにmembershipが与えられる 

‣ GHTorrrentだけではmembershipの対応づけがで
きないため手動で対応関係付け 

✦ 2015年ではOwner,2017年ではContributor



Membershipの決め方 �6

‣ membershipステータスが非公開の開発者がいる 

✦ メンバのみが出来る行動(プルリクのマージ)をし
た開発者をメンバと定義する



データの前処理
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‣ メンバでないチームとのインタラクションを集計す
るため，すでにメンバ関係となっている場合は除い
ている 

‣ 2015年以降にインタラクションのあるユーザのみ 

‣ -botで終わるアカウントを取り除く



分析
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‣ ロジスティック回帰を利用 

✦ 説明変数は対数変換 

‣ 全データを使うのではなく2つに分けて予測 

✦ 同チームから開発者2人(参加，不参加) 

✦ 同開発者の2チーム(参加，不参加)



前処理後のデータ
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結果(効果あり)
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Analysis 1̶Paired Developers by Teams 
Analysis 2̶Paired Teams by Developer  



結果(効果なし)
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Analysis 1̶Paired Developers by Teams 
Analysis 2̶Paired Teams by Developer  



考察
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‣ PRが重要→PR周りのインタフェースを整備すると良
さそう 

‣ Independent userについて 

✦ follower数が重要となり，別研究とも一部関わる 

- follower数と開発者の貢献が承認されるか 

- follower数とcoding rockstar 

✦ follower数の重要性の裏付けになる



Implications
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‣ Community and Website Design  

✦ 重要とわかったメトリクスを元にデザインすると新規
参入しやすくなるかも 

‣ Educators  

✦ 学生にどこに注力すべきか教えられる 

✦ 特定言語やツールの使い方を教えるのとは違うため 
今回の結果はパターンの明示として役立つ



まとめと所感
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‣ まとめ 

✦ GitHubでのチーム参入について分析した 

✦ PRやfollower数の影響が高かった 

‣ 所感 

✦ デザイン/教育方面での考察が面白い


